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子どもの居場所「千厩こどもキッチン」
　食を通じた豊かな人間性の形成と子どもが安
心できる地域の居場所づくりを目的に、「千厩こ
どもキッチン」を開催しました。
　千厩市民センター主催の「学びの土曜塾」と
共同で開催し、16名の児童が参加しました。
　今年度はコロナ感染拡大に配慮して、調理は食
生活改善推進員協議会の皆さんにお願いし、栄養
満点の「バランス弁当」を作っていただきました。
栄養士さんからはバランスの良い食事や食べる
ことの大切さについてのお話があり、児童は教
わったことを確認しながら食べていました。
　食べ終わった後には「美味しかった！」「また
作ってね！」とうれしい言葉をかけてくれました。
　次回も楽しみにしていてくださいね♪

おいしかったよ！おいしかったよ！
　　また作ってね★　　また作ってね★

★★　　栄養満点の「バランス弁当」★栄養満点の「バランス弁当」★

●ふりかけおにぎり　●ポテトサ
ラダ　●甘い卵焼き

●ほうれん草のシーチキン和え　
●甘酢肉団子

●磯部揚げ　●花形煮物　●たこ
さんウインナー

●ブロッコリー　●プチトマト　
●枝豆

緑・赤・黄・白・黒の５色が揃うと見た目
もバランスも good
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第16回一関市社会福祉大会　被 表 彰 者 （敬称略）

１． 社会福祉協議会
関係功労

　（社協会長　表彰状）
⑴　 社会福祉協議会　

理事
　（通算８年以上在職）
　小　山　雄　幸
⑵　 社会福祉協議会　

福祉委員
　（通算８年以上在職）
一関支部
　三　浦　信　雄
　畠　　　次　男
　小　岩　郁　郎
　阿　部　良　弘
　千　田　正　敏
　千　葉　　　仁
　千　葉　敬　正
　阿　部　　　勉
　菅　原　　　勝
　佐　藤　啓　二
　佐　藤　昌　悦
　阿　部　和　紀
　菅　原　　　一
　小　岩　次　男
　石　川　幹　雄
　熊　谷　秀　雄
　高　橋　東　喜
　伊　藤　貞　一
花泉支部
　富　田　文　男
　渡　辺　章　市
　黒　澤　盛　昭
　三　浦　文　雄
　羽　賀　仁　一
　渡　邊　正　貴
　佐　藤　　　茂
　菅　原　春　男
大東支部
　中　川　信　一
　鈴　木　清　内
　後　藤　佐重喜
　小野寺　正　男
　三　浦　義　博
　菊　池　　　強

　千　田　夕　二
　及　川　悌　規
　武　田　　　誠
　菊　地　幸　治
　佐　藤　正　夫
　及　川　紀　夫
千厩支部
　伊　藤　三　男
　村　上　誠　志
　太　田　哲　雄
　吉　田　正　明
　佐　藤　文　橘
室根支部
　菅　原　　　協
　菅　原　守　一
　奥　野　幸　司
　小　山　光　正
　藤　代　久美子
　道目木　かつよ
　及　川　正　和
川崎支部
　佐　藤　勇　三
　千　葉　　　博
藤沢支部
　千　葉　正　志
　秋　田　健　吉
　千　田　公　三
⑶　 社会福祉協議会　

会長が委嘱した
委員

　（通算８年以上在職）
　村　上　美智恵

２． 民生委員児童
委員功労

　（社協会長　表彰状）
⑴　 民生委員児童
委員

　（通算８年以上在職）
一関支部
　小野寺　仁　郎
花泉支部
　稲　邉　正　子

３． 民間社会福祉
施設関係功労

　（社協会長　表彰状）
⑴　 社会福祉施設
の役員

　（通算10年以上在職）
仁愛会
　岩　本　文　昭
やまぶき会
　小野寺　タキノ
　佐　藤　公　一
　樋　口　有　代
　 　萱　芳　基
山目保育園
　菅　原　博　之
　菊　地　　　正
　千　葉　一　郎
　酒　井　久米雄
　髙　橋　百　人
二桜会
　鵜　浦　篤　治
　菅　原　松　司
ふじの実会
　畠　山　弘　一
　小野寺　源　七
　髙　橋　新　治
⑵　 社会福祉施設
の職員

　（通算20年以上在職）
仁愛会
　阿　部　博　志
　千　田　辰　昭
柏寿会
　小野寺　悦　子
　小野寺　貴　広
　和　賀　　　敬
二桜会
　岩　渕　登志江
　吉　田　　　愛
　佐々木　さゆり
　藤　野　友　美
　森　　　みず恵
　佐々木　英　紀
千厩寿慶会
　小　山　広　美

　佐々木　幸　枝
　千　葉　賢　二
　京　極　美　香
室根孝養会
　足　利　民　枝
川崎寿松会
　千　葉　由　能
　千　葉　早　苗

４． ボランティア
活動関係功労

　（社協会長　表彰状）
⑴　 ボランティア

活動功労　個人
　（10年以上の活動）
一関支部
　千　田　華　子
　佐々木　健　太
　佐　藤　　　綾
　小野寺　絵　梨
　鈴　木　光　江
　小野寺　公　子
　佐　藤　久美子
　佐　藤　隆　司
　佐　藤　良　子
大東支部
　及　川　悠　史
　小　山　　　博
⑵　 ボランティア

活動功労　団体
　（10年以上の活動）
川崎支部
　ぴよちゃんクラブ

５． 共同募金運動
関係功労

　（社協会長　表彰状）
⑴　 共同募金運動
功労　個人

　（８年以上の活動）
一関支部
　三　浦　信　雄
　畠　　　次　男
　小　岩　郁　郎
　阿　部　良　弘

　千　田　正　敏
　千　葉　　　仁
　千　葉　敬　正
　阿　部　　　勉
　菅　原　　　勝
　佐　藤　啓　二
　佐　藤　昌　悦
　阿　部　和　紀
　菅　原　　　一
　小　岩　次　男
　石　川　幹　雄
　熊　谷　秀　雄
　高　橋　東　喜
　伊　藤　貞　一
花泉支部
　富　田　文　男
　渡　辺　章　市
　黒　澤　盛　昭
　三　浦　文　雄
　羽　賀　仁　一
　渡　邊　正　貴
　佐　藤　　　茂
　菅　原　春　男
大東支部
　中　川　信　一
　鈴　木　清　内
　後　藤　佐重喜
　小野寺　正　男
　三　浦　義　博
　菊　池　　　強
　千　田　夕　二
　及　川　悌　規
　武　田　　　誠
　菊　地　幸　治
　佐　藤　正　夫
　及　川　紀　夫
千厩支部
　伊　藤　三　男
　村　上　誠　志
　太　田　哲　雄
　吉　田　正　明
　佐　藤　文　橘
室根支部
　菅　原　　　協
　菅　原　守　一

　奥　野　幸　司
　小　山　光　正
　藤　代　久美子
　道目木　かつよ
　及　川　正　和
川崎支部
　佐　藤　勇　三
　千　葉　　　博
藤沢支部
　千　葉　正　志
　秋　田　健　吉
　千　田　公　三

６． 福祉事業への
寄附

　（社協会長　感謝状）
⑴　 福祉事業への
寄附　個人

　（５万円以上の寄附）
全　域
　黒　澤　紀　雄
　佐　藤　　　馨
　高橋　正・淑子
　岩　渕　ムツ子
　金　野　昭　子
一関支部
　小野寺　　　博
　小野寺　正　英
　千　田　光　宏
　菅　原　俊　哉
　千　田　　　覺
花泉支部
　猪　股　勇　一
　佐　藤　和　郎
　只　見　光　行
　渡　邊　義　幸
　高　泉　恭　子
　佐　藤　秀　栄
　佐　藤　健　治
　千　葉　範　弘
　菅　原　清　弥
　小野寺　　　良
　佐　藤　哲　子
　菅　原　　　操
　髙　橋　敬　之

第16回　一関市社会福祉大会
　例年、福祉関係者や市民が一堂に会し開催してきた一関市社会福祉大会では、これまで福祉活動にご尽
力いただいた方々に感謝の意を表するため表彰を行って参りました。昨年度に引き続き、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、式典・講演は中止とし、社会福祉協議会各支部を通じて表彰状が贈呈されま
した。
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　阿　部　文　雄
　安　部　正　美
　千　葉　　　衛
　及　川　　　透
大東支部
　首　藤　正　昭
　畠　山　健　治
　中　澤　範　夫
　金　野　俊　之
　菊　池　清治郎
　菅　原　トシ子
　三　浦　一　夫
　千　田　テツ子
　菅　原　信　男
　千　葉　武　志
　及　川　　　誠
　菅　原　拓　夫
　及　川　　　勉
　熊　谷　治　彦
　菅　原　光　一
　氏　家　　　努
　菊　池　岳　人
　岩　渕　和　雄
　渡　邊　忠　善
　菊　池　ノ　ブ
　那　須　清　男
　金　　　哲　朗
　小　島　征　喜
　伊　東　直　喜
　三　浦　　　巧
　小野寺　洋　幸
　藤　原　ひとみ
　伊　東　直　樹
　小　山　静　枝
　中　川　ミツエ

　小　崎　龍　一
千厩支部
　須　藤　伸　朗
　及　川　美恵子
　小野寺　トシエ
　菅　野　征　憲
東山支部
　那須野　量　一
　伊　藤　裕　司
　菅　原　勝　郎
　鈴　木　　　勝
　那須野　元　弘
　佐　藤　藤　次
　中　村　初　男
　鈴　木　三　夫
　佐　藤　キミエ
　高　橋　克　枝
　佐　藤　ひとみ
　岩　渕　時　二
　小野寺　良　弘
　松　川　和　代
　小　野　行　輝
　藤　原　弘　昭
　細　川　健　司
　千　葉　恵　志
室根支部
　千　葉　君　男
　鈴　木　市　郎
　畠　山　斉　二
　及　川　正　和
　鈴　木　宣　幸
　畠　山　　　晟
　菅　原　隆　儀
　小　山　京　助
　千　葉　武　史

　吉　田　行　利
　小　山　征　男
　須　東　正　一
　吉　田　光　利
　芳　賀　孝　幸
　櫻　井　昭　男
　藤　代　愛　子
　小野寺　和　子
　中　地　孝　憲
　加　藤　美津男
　千　葉　和　明
　芳　賀　正　幸
　小　山　眞　一
　小　松　富　徳
　佐　藤　幸　子
　及　川　明　宏
　三　浦　博　行
　岩　渕　　　淳
　鈴　木　直　見
　芳　賀　理喜男
　小野寺　敏　幸
　鈴　木　直　子
　小　山　茂　一
　藤　村　照　豊
　藤　代　信　子
　小　松　福　夫
　千　葉　泰　幸
　佐　藤　忠　由
　菅　原　勝　男
　遠　藤　正　憲
　畠　山　悦　子
　及　川　博　康
川崎支部
　葛　西　直　人
　千　葉　康　司

　氏　家　政　敏
　小野寺　裕　一
　金　今　郁　夫
　岩　渕　正　晴
　熊　谷　ヤ　エ
　千　葉　　　博
　菅　原　敏　行
　藤　元　久　美
　今　野　正　耕
藤沢支部
　小野寺　源　七
　千　葉　一　広
　佐　藤　吉　雄
　及　川　　　浩
　須　藤　　　淳
　阿　部　吉　松
　佐　藤　鉱　一
　須　藤　　　涼
　伊　藤　昭　弘
　畠　山　文　子
　千　葉　隆　一
　佐　藤　源　六
　髙　橋　俊　章
　千　葉　俊　雄
　皆　川　隆　一
　加　藤　年　夫
　千　葉　利　博
⑵　 福祉事業への
寄附　団体

　（５万円以上の寄附）
全　域
　有限会社小野長
　あ いおいニッセ
イ同和損害保
険株式会社

　Ｍ Ｓ＆ＡＤゆに
ぞんスマイル
クラブ

　富 士ゼロックス
岩手株式会社

一関支部
　東 北アツギ労働
組合一関支部

　法泉寺寒修行団
　西光寺
千厩支部
　千 厩ロータリー
クラブ

　蔵サポーターの会
室根支部
　第４区分収林組合

７． 共同募金への
寄附

　（社協会長　感謝状）
⑴　 共同募金への
寄附　団体

　（５万円以上の寄附）
一関支部
　一 関地区遊技場
組合青年部

　第  36回歳末助
け合い市民
芸能まつり
実行委員会

　曹 洞宗岩手県第
七教区寺族会

　東磐運送株式会社
　一 関中央ライオ
ンズクラブ

　一 関市役所職員
一同

花泉支部
　花泉仏教会
大東支部
　大 東町民生児童
委員協議会

千厩支部
　一 関市ゲート
ボール協会千
厩支部

８．家庭介護者褒賞
　（社協会長　褒賞状）
　（８年以上の介護）
一関支部
　藤　田　多恵子
　堀　　　涼　子
　高　橋　弘　子
　伊　藤　孝　志
　菊　地　和　芳
花泉支部
　川　島　金　光
　千　葉　ツヤコ
千厩支部
　佐　藤　広　美
東山支部
　鈴　木　道　昭
室根支部
　畠　山　愛　子

「誰一人取り残さない社会の実現」を目指して
　生活課題が複雑化・多様化している中、それぞれが
抱える課題やニーズに迅速に対応し、「誰一人取り残
さない社会の実現」を目指して、9月 3日に一般社団
法人一関青年会議所様とパートナーシップ連携協定を
締結しました。
　一関青年会議所様には昨年度から食料品等をご寄附
いただくなど、当協議会事業にご協力をいただいてお
ります。
　辻山会長は、「これからも連携して皆さんと一緒に
取組み、市民の窓口となって生活を支えていきたい」
と話しました。

協力事項　①貧困世帯への取組みに関すること（フードパントリーなど）
　　　　　②青少年の健全育成への取組みに関すること（子ども食堂など）
　　　　　③社会課題、生活課題への取組みに関すること（高齢者や生活困難者世帯支援など）
　　　　　④青年会議所運動への参画・協働に関すること（例会事業など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

一関青年会議所
小山　裕貴�理事長

一関市社会福祉協議会
辻山　慶治�会長
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役 員 紹 介役 員 紹 介
　6月 24日に開催された理事会において、会長、副会長の互選が行われ、次のとおり選任されました。

会　長
辻山　慶治
新　　一関

副会長
工藤　博信
再　　藤沢

理　事
菅原　　司
再　　花泉

理　事
松岡　睦雄
再　　東山

理　事
三浦　洋悦
新　　藤沢

理　事
青沼　益夫
再　　花泉

理　事
那須　　勤
再　　東山

理　事
菊地　光伸
再　　川崎

副会長
佐藤　文信
�再　　大東

理　事
岩渕　善朗
再　　大東

理　事
小山　雄幸
再　　室根

監　事
千葉　　厚
新　　一関

常務理事
岩本　孝彦
再　　一関

理　事
小野寺康光
新　　一関

理　事
小野寺洋一
再　　千厩

理　事
小野寺良光
再　　室根

監　事
金野　真茂
再　　大東

理　事
三浦　幸子
再　　千厩

理　事
葛西　信昭
再　　川崎

監　事
小野寺　健
再　　千厩

坂本紀夫氏が会長を、佐藤一三氏が理事を、高橋悦徳氏が監事を退任されました。
地域福祉充実のために今までご尽力いただき、感謝申し上げます。

任期　令和 3年 6月 24日から令和 4年度に関する定時評議員会終結の時まで（敬称略）

　このたびの役員改選により、坂本紀夫前会長の後任として社会福祉法人一関市社
会福祉協議会会長に就任いたしました。
　今は、コロナ禍にあり日常の生活で制約も多く不便を強いられておりますが、常
に社協の基本理念にあります「支え合い　幸せ感じる　地域の暮らし」を掲げ、地
域福祉の発展に努力してまいりたいと考えております。
　何とぞ前会長同様のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

一関市社会福祉協議会　会長　辻　山　慶　治

　会長就任挨拶
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仕事、生活、お金のお困りごとをご相談ください

一関市ファミリー・サポート・センター　会員大募集！
　当センターでは、「子育てのお手伝いをして欲しい方」（依頼会員）と「お手伝いをしていただける方」
（協力会員）を随時募集しています。
　子育て中の方で「少し子どもから離れてリフレッシュしたい」、「急な用事で子どもを連れて行けず
預かって欲しい」など、お子さんを預けたいけど頼れる人がいない場合に保護者にかわって協力会員
がお子さんをお預かりします。
　ご自身の空いた時間に合わせてお子さんを預かってくださる方、子育て支援にご興味のある方、協
力会員として活動してみませんか？
　どちらの場合も、事前の会員登録が必要ですのでお気軽にご連絡ください。

☆　新型コロナウイルス感染症予防のお願い　☆
　会員ご本人の他ご家族にも発熱、強いだるさ、咳、味覚障害等少しでも感染が疑わしい症状がみら
れた場合は支援活動をお控えください。また、感染拡大地域への往来がありましたら援助の中止を含
め十分ご配慮くださいますようよろしくお願いいたします。

問い合わせ先　�いちのせき生活困窮者自立相談支援センター　
TEL�23-6020

　いちのせき生活困窮者自立相談支援センターでは、生活や仕事のこと、借金や家計のやりくりでお
困りの方に対し、解決に向けたお手伝いをしています。窓口に来られないときは訪問することもでき
ます。ご家族や親族、友人など、ご本人以外の方も相談できます。

相談者

相談支援員

～たとえば、こんなお悩みはありませんか？～
お金も食べ物もなくなりそうで…借金も
あり、どうしたらよいか困っています

借金は、一緒に専門機関に
相談してみませんか？
家計表を作成しながら確認
してみましょう
（対応の一例です。相談内容に
よって変わります）

　問い合わせ先　ファミリー・サポート・センター　アドバイザー　佐藤恵・佐藤惠利子　TEL�23-6020

　　　コロナウイルスの影響により生活資金が必要な方へ
　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で生活資金にお困りの方を対象に、生活福祉資金の
特例貸付を実施しております。受付期間は令和3年11月30日（火）までに延長となっております。

受付期間受付期間
延延　　長長

生活福祉資金貸付制度　教育支援資金　のご案内
　高等学校、大学（短大、専修学校の専門課程を
含む）、高等専門学校の就学費用を貸し付けする
ものです。教育支援費（授業料等）と就学支度費（入
学金や制服代）の 2種類があります。
　願書や受験票の写しを添付することで事前申込み
が可能です。余裕をもってお早めにご相談ください。
【ご利用いただける世帯】
　一定の所得額以下の世帯で、必要な資金の融通
を他から受けることが困難な世帯。（母子父子寡
婦福祉資金や日本学生支援機構奨学金等の利用が
優先）ほかにも要件があります。
【返済】・措置期間��卒業後６か月以内
　　　・返済期間��20年以内　・貸付利子��無利子

資金の種類 貸付限度額等

教
育
支
援
資
金

教　育
支援費

高校　月 35,000円以内
高専　月 60,000円以内
短大　月 60,000円以内
大学　月 65,000円以内

一定の要件に
該当する場合、
限度額を 1.5
倍とすること
が可能です。

就　学
支度費 500,000円以内 利用は入学時

に限ります。
※ 生活福祉資金制度は、教育支援資金のほかにも経済的
自立と安定した生活を確保するため、必要な資金の貸
し付けを行っています。

問い合わせ先　�一関市社会福祉協議会生活支援課または
最寄りの支部
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支部紹介
コーナー

当協議会には 8つの支部があり、ここでは各支部の取組みを
紹介します♪
今回は、一関支部と大東支部の HOTな話題をお届けします！

アジア諸国に車いすを
～いわて車いすフレンズ～

　７月１日、一関工業高等学校で「車いす整
備技術講習会」が開催され、電子機械科３年
生の生徒５名が参加し、整備活動で苦労して
いる作業を中心に、修理上の留意点やタイヤ
の適切な取り付け方などの技術を学びました。
【いわて車いすフレンズとは】
　使われなくなった車いすを、県内の工業高
校（市内では一関工業高と千厩高）の生徒が
修理・整備し、アジア諸国で活用いただくボ
ランティアです。

自分たちに今できること
　大東ボランティア連絡協議会（増沢

純会長）では、一関市社協が行う食料支援事
業の食料品の寄付活動を行いました。
　所属する団体等に、食料品の寄付を呼びか
け、玄米や乾麺、レトルト食品など約 120点
集まりました。
　増沢会長は、「コロナ禍で、集まって活動す
ることが難しい状況が続いている。集まらずに
取り組める活動を考え、フードパントリー事業
実施にあわせ呼びかけを行った。このような活
動が、会員だけではなく市民に広く伝わる取り
組みになればいいと思う」と話していました。

大東一関

　先日参加してきました川崎まちづくり協議会（金野健男議長）では、川崎町内に設置してあ
る “ まちづくりポスト ” に投函された意見をもとにした話し合いを大切にしながら活動してい
ます。今回の全体会でも、ポストに投函された地域住民の意見や川崎中学校の生徒が思う “ 川
崎地域の課題 ” の話し合いが行われました。参加者からは川崎地域をより良くするために活発
な意見が出されていました。これからも地域の現状や福祉課題の把握・解決に同協議会と一緒
に取り組んでいきます。

地域福祉コーディネーターは地域の
会議へ参加し、地域の現状や福祉課
題の把握に取り組みます

まちづくり協議会全体会の様子
各支部（８頁参照）または各地域担当の地域福祉コー
ディネーターへお気軽にお声がけください！！

地域福祉地域福祉
コーコーディディネーターネーターが行くが行く

千厩地域・川崎地域担当の
地域福祉コーディネーター
小
こばやし
林友

ゆ り
理です。

皆さんと “安心して暮らせる
地域づくり ”を一緒に考え支
援します！
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本　　部� � � �
一般社団法人一関青年会議所�様　　40,000円　　　　　　　（食料支援事業への指定寄附）

　　　小野農場� 小　野　正　一�様　精米5㎏30袋　　　　　　　（食料支援事業への指定寄附）
　　　オオヌマ義肢県南製作所

所長　大　沼　拓　哉�様　伸縮折りたたみ杖20本

一関支部� � � �
　　　一関市地域婦人団体協議会

会長　須　藤　俊　子�様　　26,472円
みやびの会　会長　千　葉　ケイコ�様　　20,000円

花泉支部� � � �
花泉字塚ノ松� 髙　橋　久　志�様　　100,000円
油島字柳沢� 佐　藤　正　壽�様　　100,000円
日形字下通� 柴　田　好　浩�様　　100,000円
日形字中神� 米　倉　清　徳�様　　100,000円

大東支部� � � �
摺沢字八幡前� 都　澤　宏　典�様　　100,000円
大原字笠置� 千　葉　文　郎�様　　50,000円
曽慶字田中� 岩　渕　行　弘�様　　50,000円
渋民字大馬場� 菊　池　貞　夫�様　　50,000円
　　一関市老人クラブ連合会　大東支部�様　　　6,300円
　　　東磐建築組合　大東支部

支部長　千　葉　清　供�様　タオル183枚
� 匿　　　名　　はくパンツ14枚

紙おむつ12枚
尿取りパッド42枚

� 匿　　　名　　紙おむつ59枚
尿取りパッド355枚

千廐支部� � � �
千厩字北方� 永　澤　正　喜�様　　50,000円
小梨字落合� 千　田　勢津子�様　　100,000円
奥玉� 熊　谷　きく子�様　折り紙うちわ32個

匿　　　名�　　　車椅子1台
立ち上がり補助器具1台

東山支部� � � �
長坂字西本町� 小　泉　重　美�様　　50,000円
長坂字西本町� 千金楽　典　明�様　　124,704円
松川字館� 千　葉　ツギ子�様　　100,000円
長坂字柴宿� 佐　藤　政　男�様　　100,000円
長坂字西本町� 岩　渕　新　助�様　　100,000円
松川字卯入道平� 千　葉　雄一郎�様　　100,000円
松川字野谷起� 熊　谷　ミ　エ�様　　100,000円
田河津字袴腰� 那須野　久　一�様　　50,000円
長坂字木和田堀� 熊　谷　拓　哉�様　　100,000円
　　　� 長久会　及　川　武　雄�様　タオル78枚

室根支部� � � �
折壁字温坪� 菅　原　守　一�様　　50,000円
津谷川字中磯� 小　野　　　優�様　　50,000円
折壁字中里� 小　松　雅　幸�様　100,000円
津谷川字中磯� 故　小野寺　やえ子�様　　50,000円
折壁字留� 菅　原　悦　雄�様　　50,000円
矢越字松原� 小　山　　　実�様　　50,000円
折壁字大里� 千　葉　裕　二�様　　50,000円
折壁字西風田茂木� 千　葉　郁　也�様　　50,000円
折壁字打越� 金　森　次　雄�様　　50,000円
矢越字萩倉� 吉　田　敬　一�様　　50,000円
折壁字篠原� 千　葉　　　伸�様　　50,000円
折壁一丁目� 小　山　春　彦�様　　30,000円

一関市ゲートボール協会　室根支部�様　　12,755円

川崎支部� � � �
東京都文京区根津　　�故　小野寺　　　孝�様
� （遺族）長　屋　富　美�様　100,000円
門崎字石蔵� 鈴　木　正　利�様　　50,000円

藤沢支部� � � �
徳田字馬場� 皆　川　拓　夫�様　　50,000円
大籠字中在� 金　野　　　啓�様　300,000円
東磐建築組合　組合長　三　浦　昌　喜�様　タオル215枚

バスタオル４枚

令和３年６月から令和３年８月末までに、市民の皆さまからご寄附がありました。
皆さまからいただいたまごころ寄附は、地域福祉を推進するための貴重な財源となっております。

まごころ寄附まごころ寄附

　コロナ禍により生活の負担が大きくなっている状況下において、少しでも安心した食生活を過ごしていた
だけるよう、ひとり親世帯を対象に食料配布（夏休みフードパントリー事業）を実施しました。（共催：一関市、
一関市主任児童委員会）
　今回も市民の皆さまや市内の企業、団体の皆さまからたくさんのご寄付をいただき、91世帯のひとり親世
帯の皆さまへ食料品をお渡ししました。当日は、生活にお困りの方への相談窓口を開設したほか、NPO法

人いちのせき子育てネットのおさがり広場も同時開催しました。
　食料を受け取った方からは、「育ち盛りなので助かります。ありがとうござ
いました」などのメッセージをいただいております。

ひとり親世帯への食料配布を行いました

一関修紅高等学校イン
ターアクトクラブの生徒
さんに、食料やお菓子の
詰め合わせ作業を行って
いただきました☆配布した食料セットの例

今回ご協力いただいた企業・団体の皆さま
いわて生活協同組合様　　一関青年会議所様
千厩ロータリークラブ様　　小野農場様
一関ボランティア団体連絡協議会８団体様
大東ボランティア連絡協議会様

   赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しました。
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社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ　http://www.ichinoseki-shakyo.com/
本部・各支部連絡先  
本部・一関支部（23-6020）　　花泉支部（82-4002）　　大東支部（71-1177）　　千厩支部（53-2885）

東山支部（47-3238）　　室根支部（64-3983）　　川崎支部（43-4323）　　藤沢支部（63-5122）

赤い羽根共同募金運動に赤い羽根共同募金運動に
　　ご協力をお願いします　　ご協力をお願いします

今年度の目標額
１９，５２９，０００円

赤い羽根共同募金のしくみ

　10月 1日から、赤い羽根共同募金運動が全国一斉に始まります

　赤い羽根共同募金は、私たちの住む地域や福祉施設などの身近なところで活用されています。
　また、岩手県内の福祉の充実や災害準備金の積み立てとして活用されています。

社会福祉協議会が実施する地域福祉活動への助成
　・ふれあいサロン事業　・小地域福祉推進事業
　・福祉団体等助成事業　　　　　　　　　など

歳末たすけあい募金運動に歳末たすけあい募金運動に
　　　　　　ご協力をお願いしますご協力をお願いします

今年度の目標額
１４，６１４，０００円

募金箱設置について ───────────────────
　一関市共同募金委員会各地区事務所（社協各支部）、一関市
役所各支所に募金箱を設置します。（10月 1日～ 10月 31日）
このほか、ご協力いただける地域のお店などに募金箱を設置
する予定です。ご協力をお願いいたします。
※募金箱設置場所についてはホームページに掲載いたします。

　12月 1日から歳末たすけあい募金運動が始まります。
　歳末たすけあい募金運動は、共同募金運動の一環として、毎年 12月 1日から運動を展開しています。地域住民の協力を
得て、支援を必要とする人たちが安心して新しい年を迎えられるよう、「思いやり」と「助けあい」によって幸せを高めよ
うとする運動です。地域住民の皆様からお寄せいただいた募金は、支援を必要とする在宅者に配分されます。

地域の支え合い活動応援事業施設整備事業

各ご家庭で 戸別募金 岩手県共同募金会 約30%
・岩手県内の福祉の充実
　（施設整備事業等）
・災害準備金の積立

一関市内で行われる福祉活動の充実

地域へ還元

岩手県内の活動

募金活動の啓発や
運動の推進

全額を
送金

約70%を
配分

学校募金

街頭募金
イベント募金

法人募金
職域募金法人や企業・

事業所で

児童会や
生徒会などで

スーパーや福
祉まつりなど
のイベントで

一関市共同募金委員会
（一関市社会福祉協議会）

　共同募金は、サロン活動や福祉活動団体への助成など、「じぶんの町」で行われるさまざまな福祉活動を応援する「しくみ」です。

「令和 3年大雨災害義援金」を受付けています
　令和 3年 7月及び 8月の大雨により、全国各地で甚大な被害が発生し、災害救助法が発令されました。
　共同募金会では、被災された方々を支援することを目的に、義援金の募集を実施しています。
　詳しくは、一関市共同募金委員会各地区事務所（社協各支部）へお問い合わせください。

赤い羽根共同募金は、このように活用されています


